                                                  　　　平成　28　年　2　月　29　日
論　　文　　目　　録（博士前期課程）





　　
学籍番号　　 14●T4□▲T
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１．論　文　題　目
〇〇〇に関する研究
Study of 〇〇〇
    ２．投　稿　論　文
· 著者名（申請者名には下線）：論文のタイトル．学術雑誌名（略さない），巻（号），最初の頁―最後の頁，年（或いは，印刷中，投稿中，投稿予定）
【例】
1. Tarou OUKA, Hanako SUZUKI, Ichiro YAMADA, Minoru KOBE, “New Concenpt of Flow-Chamber Devices Conisting of Organic and Inorganic  Hybrid Materials for Biological Applications,” Journal of Sicence and Nature, 52, 949-961 (2015). 

　  ３．学　術　発　表
· 博士前期課程在籍期間中の学会での一般発表を、国際・国内別に区分して発表年月順に記入する。

· 本人名を下線で明示する。

· 記載内容：発表者名．題目．発表学会名等．開催地．発表年月。
【例：国際発表】

1. Tarou OUKA, Hanako SUZUKI, Ichiro YAMADA, Minoru KOBE, “Role of Water-Polymer Interface” International Symposium on Applied Chemistry, Kobe (Japan), 23 May 2015. 

【例：国内発表】

1. 応化太郎, 鈴木花子, 山田一郎, 神戸　穣, “神戸大工学部敷地内の土壌から発見された新規抗がん剤の化学構造の解明” 第１回日本応用化学会年会、神戸、2015年11月3日. 
　　４．受　賞
【例】　
1. 応化太郎, 鈴木花子, 山田一郎, 神戸　穣、高分子レオロジー学会第２５年会、エクセレントポスター賞、”神戸ビーフから抽出したプロテインに特有の粘弾性の特徴”　2015年5月28日。
　上記論文および発表は審査申請者が主体的に研究を行った成果であることを認めます．
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